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 9 月 2 日(火)、鳥羽国際ホテルにて、

永富洋一氏 旭日小綬章 受章記念祝賀

会が開催された。 

 当日は、県内の漁業関係者をはじめ、

行政関係者など計 114 名が出席した。 

 発起人代表挨拶として、三重漁連・濱

口会長が挨拶を行った後、来賓祝辞とし

て、全漁連・坂本会長、全国漁業信用基

金協会・武部理事長、志摩市長・橋爪市

長が挨拶を行った。また、公務のため欠

席となった、片山さつき参議院議員、鈴

木英敬衆議院議員、山本さちこ参議院議

員からはビデオメッセージによる祝辞

を頂いた。 

 その後、永富氏の謝辞、鳥羽磯部漁

協・木下組合長による乾杯により祝宴が

行われた。祝宴では伊勢まぐろが振舞わ

れるなど盛大に開催され、鳥羽磯部漁

協・濱口常務の万歳三唱で閉会をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 22 日（月）、津・アストホールにて、三

重県産の魚介類を使用した新しい料理の

創作と、水産物の普及を目的に、三重県

おさかな料理コンクールが開催された。 

 今年は、プロを目指す部門では「20 分で

おいしいおさかな料理」、魚活チャレンジ部

門では、「おさかなの1汁1おにぎり」のテー

マで開催された。 

 応募総数２３５点の中から１次審査を通

過した１２作品が選抜され、実技審査会が

行われた。 

審査員による厳正な審査の結果、最高

賞の三重県知事賞には、三重県立明野高

校２年生・徳永百花さんの「汁物名：カレイ

が主役！あおさと豆乳の彩り野菜味噌汁、

おにぎり名：鯛結び」が選ばれた。 

見事三重県知事賞を受賞した徳永さんの

作品は、全国シーフード料理コンクールへ

推薦されることとなった。 
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永富洋一氏 旭日小綬章 受章記念祝賀会 

－9月 2日（火）-鳥羽国際ホテル－ 

 

全漁連 

坂本会長の挨拶 

全国漁業信用漁業基金協会 

武部理事長の挨拶 

  

鳥羽磯部漁協 

木下組合長の乾杯挨拶 

お魚料理コンクール 

－9月 22日（月）-津アストホール－ 
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9 月 23 日(火)、桑名市・赤須賀漁港

にて、桑名地区密漁防止合同パトロール

が開催された。パトロールには、漁協、

漁業者を始め、警察、行政の関係者など

約 50人が参加した。 

桑名地区では、漁業権を持たない人に

よる、シジミ・ハマグリの密漁が後を絶

たない状況にあるが、近年、監視者の人

手不足や高齢化により監視体制が追い

付いていなかった。そのため、ドローン

教習所と連携をし、密漁監視ドローンで

の監視を行い、少人数で広範囲を監視す

るよう対策したことに加え、スピーカー

で警告音声を流して注意喚起を実施し

た。 

当日は、数名の密漁者がドローンによ

る呼びかけで去っていく姿が確認でき

るなどの成果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 20日(水)～22日(金)、東京ビッ

グサイトにてジャパン・インターナショ

ナル・シーフードショーが開催された。 

 本展示会は、国内で最大級の水産物展

示商談会であり、日本全国、そして世界

各国から、水産バイヤー、食品バイヤー、

漁業・養殖業者等が来場をした。 

 3日間で約 27,000人の来場者が足を 

運び、三重漁連からは、『伊勢まだい』、

『伊勢まぐろ』、『三重県産海藻類』等プ

ライドフィッシュの PR活動(商品展示、

パンフレット配布、一部製品の試食等)

を 3日間行い、盛況のうちに終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャパン・インターナショナル・シーフードショー 

－8月 20～22日-東京－ 

 

三重漁連ブースの様子（東京） 

バイヤーへ商品説明する様子 

桑名地区密漁防止合同パトロール 

－9月 23日（火）-桑名地区－ 

 

密漁防止合同パトロールの様子 
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8 月 30 日(土)、松阪庁舎にて第 3 回

磯焼けに関する情報交換会が開催され

た。 

 三重県沿岸では、2017 年より黒潮大

蛇行の長期化に伴い、大規模な磯焼けが

起こり、イセエビやアワビなどの磯根資

源の減少が顕著になっている。そのため、

各地区の磯焼けの現状と各浜における

取組について情報共有することを目的

に開催する運びとなった。 

 講演内容は、NPO法人 SEA藻より、「食

害生物の駆除とスポアバック設置によ

る藻場の再生取組」に加え、三重県水産

研究所より、「黒潮流路の経過と今後の

見込み」が報告された。 

また、各浜からの状況報告と意見交換

では、各浜の具体的な取り組みなどが報

告され、会場からは多くの質問が飛び交

い、今後の磯焼け対策に向けて理解を深

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本紙は三重漁連ホームページでの 

閲覧を推奨します。（PDFファイル） 

http://www.miegyoren.or.jp/news/ 

 本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

 

 

 

 

第 3回磯焼けに関する情報交換会 

―8月 30日(土)-松阪庁舎― 

講演の様子：NPO法人 SEA藻様 


